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三重県ユニセフ協会 理事 末松正守 
 このたび理事として拝命を受けました株式会社スズカ未来代表取締役の
末松です。恥ずかしいことですが私は５５歳までユニセフが戦後、日本の
子どもたちの為に当時のお金で６５億円も支援いただいたことを知りませ
んでした。昭和２４年（１９４９年）から昭和３９年（１９６４年）まで
の１５年間です。私の生まれは昭和３１年（１９５６年）ですから、その
支援を受けた世代です。 
小学校低学年の時代の学校給食は、アルミのペコペコした器で脱脂粉乳や 
パサついたパンで、子どもながらにもおいしいとは思いませんでした。 
特に脱脂粉乳の臭いと表面に薄く皮を張った飲み物は大嫌いで、一気に飲 
み込んだ覚えがあります。今考えると、貧しい時代に日本の子どもたちの 
為に栄養を摂らせる、あたたかい支援だったのです。今、自分が健康に生活していることは、幼い
ころの体づくりを助けてくれた、ユニセフの活動が大きな役割をしてくれたのでしょう。私もこの
年になり、少しは世にお返しをしないとの思いもあり、会社の活動を通じた募金活動を行っていま
す。大したことはできませんが、ユニセフ活動の一助になれば幸いです。微力でも集まれば大きな
力になると思います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

退任理事 
 柏木はるみ（1/30) 
 
新任評議員 
 萩原くるみ（三重県男女共同参画センター 所長） 
 田村欣也 （三重県ケーブルテレビ協議会 会長） 
 舘 健造 （NHK津放送局 局長） 
 森田 定 （三重県小中学校長会 会長） 
 矢田 覚 （三重県立学校長会 会長） 
 竹谷賢一 （三重交通㈱ 代表取締役社長） 

2/27(水) 
 運営委員会 
 
3/8(金) 
 理事及び評議員合同役員会 

役員会の開催 役員の変更 

(株)スズカ未来 
代表取締役会長 末松正守 



(2019年01月～2019年07月) 活動報告 
ユニセフパネル展・ブース出展・募金活動・学習会・研修会 
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御在所ロープウエイ(株) 29,433円 
御在所ユニセフDAY    3,900円 
コープみえ       949,507円 
津児童合唱団      57,806円 
㈲四日市酪農      14,556円 
看護大学学祭      10,000円 
戸木小学校       28,792円 
コープみえ総代会    10,221円 
ブース出展等      18,185円 

募金活動 

写真パネル展 ブース出展 

2/13(水) 津商業高等学校 
4/8(月)   コープみえ 
5/31(金) 四日市大学 
6/3(月)   四日市看護医療大学 
6/18(火) 成美小学校 
7/14(日) ガールスカウト伊勢1団 

1/20(日) 久居国際交流協会 
「ワールドダンス＆ワールドカフェ」  

3/3(日) 伊勢市国際交流フェスティバル
「ユニセフ活動でSDGsを考えよう！」 

6/8(土) 看護大学学祭「夢緑祭」 

4/20(土)21(日) 四日市酪農 
「春のワクワクふれあいまつり」 

百五銀行津駅前支店 
6/3(月)～6/28(金) 

第三銀行津駅前支店 
1/18(金)～3/1(金) 
3/4(月)～3/29(金) 

フレンテみえ 
3/15(金)～3/29(金） 
5/17(金)～5/31(金) 

三重銀行白子支店 
6/3(月)～6/28(金) 

出前学習 
6/2(日) フレンテまつり 

ありがとうございます 
募金をお寄せいただいた皆様 

外国コイン募金 
 890グラム 

津エアポートライン㈱  
 中部国際空港設置 

7/6(土) 三重短期大学学際 



2019.7  vol.13 Mie Unicef Letter 

for every child 

 自然災害などの緊急事態下で、暴力や搾取、ストレスといったリスク
にさらされ、危機の影響を大きく受けるのは、最も弱い立場にある子ど
もたちです。サイクロン・イダイの甚大な被害を受けたマラウイで、ユ
ニセフは子どもたちを暴力や搾取から守り、一刻も早く日常生活を取り
戻せるように支援活動を行っています。ユニセフ・マラウイ事務所で子
どもたちのために活動する、中谷菜美・子どもの保護担当官の報告です。 
暴力から子どもたちを守る 

洪水発生後、マラウイ南部の洪水の影響を受けた地域に2度足を運びました。洪水直後の1度目は状況把
握を行い、2度目の4月25日から5月9日には現場で支援活動を行いました。緊急時、子どもは暴力やス
トレスといった非常に大きなリスクにさらされます。主に学校や教会に設置された何カ所かの避難所を
訪問しました。時には子どもたちが避難所となった教室にマットや毛布、蚊帳のない中で寝ていること
もありました。ある女の子は、文化や生活スタイルの異なる他の村から来た人たちと一緒の場所で寝る
のは居心地がよくないと言っていました。また、夜間に教室が施錠されていない避難所もあり、子ども
たちは人身売買や暴力、特に若い女の子や女性にとっては性的な暴力の危険性にさらされているところ
もあります。 

ユニセフ・マラウイ事務所 
子どもの保護担当官中谷菜美さん 
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心の傷を打ち明けてくれた女の子 
 ユニセフのパートナー団体によって行われている、影響を受けた子
どもたちのための心理社会的支援活動の様子を確認するため、チクワ
ワ県にある避難所の一つを訪問しました。「ヒーリング・スルー・
アート（絵画療法）」と呼ばれる事業を行っており、子どもたちが洪
水の際や洪水後に経験した恐怖などを絵で表現します。15歳の女の子、
ルチア（仮名）は、描いた絵（下の絵）をもとに心の傷を打ち明けて
くれました。「これはわたしと男の人。この人がわたしに一緒に寝る
ように言ってきました。なんとか逃れることができたけど、本当に怖
かったです。」基本物資が不足している中、食料や学用品などと引き
換えに子どもたちや10代の女の子たちがこのような要求を受け入れて
しまう事態が発生しています。これは子どもたちにとって生き残るた
めの対処行動であり、児童婚もまた、女の子や家族にとって同様です。 

チクワワ県の15歳の女の子が描いた、 
男性に性交を求められたときの 

恐怖を表現した絵。 
© UNICEF Malawi/2019/Nami Nakatani 

 2019年2月から、子どもの保護担当官としてユニセフ・マラウイ事務
所で働き始めました。そしてマラウイに到着した3週間後、8万7,000人
が避難を余儀なくされた大規模な洪水が発生しました。 

中谷菜美 現地報告PART2 マラウイ 

御在所ユニセフDAY 7/21(日) ～ 7/28(日) 



中谷菜美 現地報告PART2 マラウイ 
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子どもたちが安心して過ごせる空間 
 子どもたちが時間を過ごすための「子どもにやさしい空間」がないこ
とが分かった場合には、ユニセフは県の社会福祉事務所に設置を促し、
必要な道具を提供しています。4月28日に同僚と一緒にンサンジェ県の
チルウェカキャンプを訪問した際には、「子どもにやさしい空間」もレ
クリエーションのための道具もなく、大勢の子どもたちが日中に暇を持
て余していることがわかりました。そのため、サッカーボールやバレー
ボール、縄跳び、ボードゲーム、絵を描くための黒板とチョークなどの
多様な遊び道具の入ったキットを持っていくことにしました。それと同
時に、避難所の最寄りの「子どもにやさしい空間」にもこのキットを提
供することにしました。そうすれば、避難所の子どもたちも「子どもに
やさしい空間」を利用することができ、避難所が閉鎖された後もこの場
所に子どもたちが集まることができるからです。 

パロンベ県チレニ避難所 にある 
「子どもにやさしい空間」と呼ばれる 
安全な遊び場で遊ぶ子どもたち。 
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人々の生活再建に向けて 
 マラウイ南部を直撃したサイクロン・イダイによる大洪水から2カ月が
経つ中、多くの人々が彼らの暮らすコミュニティで生活の再建を始めて
います。しかし、子どもたちは経験した喪失感や恐怖を乗り越えるため、
今もなお心理社会的支援を必要としています。また、基本物資の不足や
人々の間の緊張状態により、コミュニティに戻った後でも暴力のリスク
が依然として高い状態にあるため、コミュニティの子どもの保護システ
ムの強化が必要です。ユニセフマラウイ事務所は様々なドナーから資金
協力を受け、早期復興のための支援活動をさらに加速させています。 日
本政府は子どもの保護と10代の女の子と女性のための月経衛生に関する
支援に25万米ドルを提供して下さいました。ユニセフは今後も暴力から
子どもを守り、子どもたちが日常を取り戻せるよう、支援を続けていき
ます。（日本ユニセフ協会ホームページより） 

ゾンバ県にある避難所で、子どもの 
保護システムに関してコミュニティの 

人々に確認している様子 
© UNICEF Malawi/2019/Nami Nakatani 

「子どもにやさしい空間」で支援を行っているチャールズは、「避難所の子どもたちもきちんと活動に参
加できるようにしていきます。現在、約105人の子どもたちが参加していますが、レクリエーションキッ
トのおかげで、これからはもっと多くの子どもたちが参加すると思います。子どもたちはこのキットで遊
ぶのを楽しみにしているはずです。」と話しました。心理社会的支援などを必要とする子どもや虐待のリ
スクにさらされている子どもを特定するうえでも、「子どもにやさしい空間」は重要な役割を果たしてい
ます。チャールズは、「子どもたちがどのように友達とコミュニケーションをとっているのか観察し、個
別の相談や支援が必要な子どもたちを見つけています。」と説明しました。「子どもにやさしい空間」を
設けることは、特に子どもたちの心理社会的なニーズが増す緊急時には非常に重要です。 

既存の支援を強化し、ニーズに対応 
 原則としてユニセフは、子ども支援に関する既存のメカニズムを尊重し、それらを強化することで子ど
もたちのニーズへのより良い対応を図っています。そうすることで支援の持続性が担保できるからです。
今回の災害では、すべての避難所で基本的な子どもの保護システムを利用できるようにすることを最優先
に、子どもの保護支援に取り掛かりました。私は12の避難キャンプを訪問し、子どもの保護支援を担当
するスタッフが虐待や搾取、ネグレクトなどの問題や子どもの生活状況をきちんとモニタリングしている
かを確認しました。そして、子どもたちが遊び、学び、友達と交流し、心理社会的支援を受けることがで
きる「子どもにやさしい空間」があるか、暴力や搾取などの被害を通報・相談できる仕組みが整備されて
いるかも確認しました。例えば、避難キャンプ委員会や子どもの保護委員会、母親のグループなどがそう
した仕組みに挙げられます。ほかにも、虐待や性的暴力などのケースを通報・相談できる通話料無料の電
話窓口の設置に向けた政策提言も行っています。なぜなら、コミュニティの人々は、警察などの機関に対
して事件を通報せず、内部で解決しようとすることがあるからです。 
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